
２００３・５・１８ まちの話題　�広報

「広報みたか」は三鷹市シルバー人材センター会員がお届けしています。 ≥シルバー人材センターò48－6721

個
人
の
家
や
地
域
の
公
会
堂
な
ど
に
子
ど

も
の
本
を
集
め
て
、
小
学
生
や
お
母
さ
ん
と

一
緒
の
小
さ
な
子
ど
も
に
貸
し
出
し
た
り
、

読
み
聞
か
せ
や
お
は
な
し
、
楽
し
い
行
事
な

ど
も
行
う
「
文
庫
」。
35
年
間
こ
う
し
た
活

動
を
続
け
る
「
大
沢
家
庭
文
庫
」（
大
沢
５

―
13
―
６
栗
山
さ
ん
宅
・
蔵
書
約
３
千
300

冊
）
が
、「
子
ど
も
読
書
の
日
」
の
４
月
23

日
、「
子
ど
も
の
読
書
活
動
優
秀
実
践
団
体

表
彰
」（
文
部
科
学
大
臣
賞
）
を
受
け
ま
し

た
。栗

山
規
子
さ
ん
が
子
ど
も
に
本
を
手
渡
す

喜
び
を
お
ぼ
え
た
の
は
、
昭
和
30
年
代
は
じ

め
、
都
内
の
私
立
小
学
校
で
新
任
教
師
だ
っ

た
こ
ろ
。
当
時
は
、「
こ
ど
も
の
と
も
」（
福

音
館
書
店
）
が
創
刊
さ
れ
る
な
ど
戦
後
の
新

し
い
絵
本
が
世
に
出
始
め
た
と
こ
ろ
で
、
教

室
で
読
み
き
か
せ
る
と
44
人
の
目
が
一
斉
に

本
の
世
界
に
惹
き
込
ま
れ
た
様
子
や
、
次
の

朝
早
く
登
校
し
、
一
人
で
前
日
の
本
を
め
く

っ
て
い
た
子
ど
も
の
姿
な
ど
は
今
で
も
忘
れ

ら
れ
な
い
と
い
い
ま
す
。
数
年
後
、
出
産
の

た
め
退
職
し
、
移
り
住
ん
だ
三
鷹
・
大
沢
に

は
当
時
、
図
書
館
も
本
屋
も
な
く
、
ご
長
男

が
幼
稚
園
に
入
る
と
、
絵
本
が
た
く
さ
ん
あ

る
栗
山
さ
ん
の
家
に
友
達
が
集
ま
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
43
年
、
市
立
図
書
館
に
団
体

貸
し
出
し
制
度
が
で
き
る
と
早
速
200
冊
の
本

を
借
り
て
、
り
ん
ご
箱
に
包
装
紙
を
貼
っ
て

本
箱
を
作
り
、
子
ど
も
部
屋
に
置
い
て
開
設

し
た
の
が
「
大
沢
家
庭
文
庫
」
で
す
。

本
の
ほ
か
に
も
お
は
な
し
や
工
作
・
実

験
、
野
川
で
の
野
鳥
観
察
、
闇
鍋
パ
U
テ
ィ

U
も
あ
る
「
大
沢
家
庭
文
庫
」
は
近
所
の
子

ど
も
た
ち
の
大
好
き
な
場
所
と
な
り
、
そ
れ

か
ら
35
年
、
毎
週
文
庫
の
日
に
な
る
と
子
ど

も
が
集
ま
り
続
け
ま
し
た
。
こ
の
間
、
世
話

人
の
「
お
ば
ち
ゃ
ん
」
と
し
て
協
力
し
た
お

母
さ
ん
方
や
地
域
の
方
は
90
人
。
中
に
は
学

生
の
と
き
に
世
話
人
を
し
て
後
に
図
書
館
学

沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

U
建
設
の
際
に
は
住
民
に

よ
る
図
書
分
科
会
の
リ
U

ダ
U
と
し
て
活
躍
。
49
年
、

市
内
の
文
庫
（
当
時
31
文

庫
）
が
集
ま
っ
て
結
成
さ

れ
た
文
庫
連
絡
会
で
は
、

市
立
図
書
館
の
５
カ
年
計

画
へ
の
要
望
書
提
出
を
皮

切
り
に
、
文
庫
連
へ
の
市

費
助
成
の
請
願
や
、
学
校

図
書
館
に
司
書
を
配
置
す

る
請
願
運
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
近
年
は
地
元
の

羽
沢
小
か
ら
依
頼
さ
れ

て
、
学
校
図
書
館
司
書
と

協
力
し
て
文
庫
の
世
話
人

た
ち
で
「
お
は
な
し
会
」

な
ど
の
授
業
を
す
る
こ
と

を
学
び
、
現
在
ニ
ュ
U
ヨ
U
ク
で
児
童
図
書

館
員
と
し
て
活
躍
す
る
方
や
、
子
ど
も
時
代

に
文
庫
に
通
い
、
母
と
な
り
世
話
人
の
仲
間

に
入
っ
た
方
、
子
育
て
を
終
え
、
今
度
は
お

孫
さ
ん
を
文
庫
に
連
れ
て
再
び
世
話
人
を
し

て
い
る
方
も
い
ま
す
。

栗
山
さ
ん
は
地
域
や
ほ
か
の
文
庫
と
連
携

し
、
子
ど
も
の
よ
り
よ
い
読
書
環
境
を
つ
く

る
運
動
に
も
広
く
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
大

も
多
く
な
り
ま
し
た
。

「
長
い
間
充
実
し
た
活
動
を
続
け
て
こ
ら

れ
た
の
は
、
子
ど
も
た
ち
に
エ
ネ
ル
ギ
U
を

も
ら
い
、
周
囲
の
み
な
さ
ん
や
家
族
に
支
え

ら
れ
て
き
た
お
か
げ
。
こ
れ
か
ら
も
文
庫
を

通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に
本
へ
の
信
頼

と
人
へ
の
信
頼
を
育
て
、
本
や
お
は
な
し
の

楽
し
い
世
界
を
分
か
ち
あ
っ
て
い
け
た
ら
」

と
栗
山
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

●電話予約
芸術文化センターò47－5122
●窓口販売 芸術文化センター／三
鷹市美術ギャラリー／三鷹市公会堂
※学生券をお求めの方は当日学生

証を拝見します。
●販売時間・休館日
10：00～19：00  月曜日休館。
●プレイガイド
チケットぴあ ò0570－02－9999

主催事業のチケットに関していろ
いろな会員特典があります。（年会
費2,000円）
①優先予約、②割引（１公演２枚

まで）、③無料郵送（口座振替ご利
用の方）、④芸術文化センター内レ
ストランの割引
申込即日から優先予約もできま

す。お気軽に芸術文化センターへ。

６月１日À18:00開演
全席指定　三鷹市在住・在勤の方＝
2,700 会員＝2,500 一般＝3,000
学生＝1,500
曲目／ショパン：ワルツ第一番「華
麗なる大円舞曲」３つのノクターン
作品９、ソナタ第3番op.58、ほか
南米ベネズエラ出身で、マルタ・

アルゲリッチが絶賛するセルジオ・
ティエンポは、３歳にしてデビュー、
その類い希なる才能が世界中から注
目を集める存在です。

６月７日—
18:30～18:45 みたかジュニア・オ
ーケストラによるプレ・コンサート

19:00～　沼尻さんとＴＭＰによる
演奏会
全席指定　会員＝2,700
一般＝3,000 学生＝1,500
曲目／モーツァルト：セレナード第
11番変ホ長調、ピアノ協奏曲第21番
ハ長調、交響曲第41番「ジュピター」
ハ長調
日本フィルの正指揮者も務めてい

る、三鷹市出身の沼尻竜典さんのお
話と指揮とピアノで、室内楽と協奏
曲・交響曲を一緒にお楽しみくださ
い。また、沼尻さんがアドヴァイザ
ーとなり、ＴＭＰのメンバーがトレ
ーナーを務める「みたかジュニア・
オーケストラ」によるプレコンサー
トを行います。

６月19日œ～22日À　全席指定
前売　会員＝2,200 一般＝2,500
当日　会員＝2,500 一般＝2,800

作：村上マリコ　演出：宮本勝行

1997年、ある地方都市の名もない
川の、のどかな土手に若者たちがや
って来た。ビデオ映画を撮りに来た
東京の若者たちだ。地元の人々を巻
き込んで、てんやわんやの怒濤の１
カ月ロケが始まり…。これはこの劇
団が実際に映画を撮ったときの、実
際の出来事を再現したノンフィクシ
ョンです。しっとりとした人間ドラ
マを描くことが多かったにんじんボ
ーンですが、今回の公演はがらっと
変わってセミ・コントなお芝居です。

友の会発売／５月27日Õ
一般発売日／６月６日–
８月１日–～22日–　全席指定
前売　会員＝3,600 一般＝4,000
当日　会員＝4,000 一般＝4,400
●アナザーバージョン　全席指定
前売　会員＝　900 一般＝1,000
当日　会員＝1,350 一般＝1,500
作・演出：ケラリーノ・サンドロヴ
ィッチ
出演：市川しんぺー・千葉雅子（猫
のホテル）小村裕次郎　旗島伸子

弘中麻紀（ラッパ屋）依田朋子・湯
澤幸一郎（天然ロボット）ほか
小劇場界の雄「ナイロン100℃」

の主宰者で、1999年の岸田戯曲賞受
賞作家でもあり、演劇界の注目を集
める鬼才ケラリーノ・サンドロヴィ
ッチ（写真）が作
・演出を手掛け、
小劇場界の人気役
者をそろえてオリ
ジナルな公演を行
うユニット「ＫＥ
ＲＡ ＭＡＰ」の
公演です。山道に
隣接するレストラ
ンで、そこをアジトにする怪しげな
人々や、何も知らずに訪れるテレビ
のロケ隊、心中旅行をしている男女
…。彼らの運命は絡み合い、悲劇的
な物語が繰り広げられていく…。ナ
ンセンスな笑いを交え、ケラ氏のダ
ークな側面を存分に味わえる秀作で
す。また、オーディションを経て２
カ月の稽古を積んだワークショップ
参加者による同一演目のアナザーバ
ージョン公演もございます。

★にんじんボーン
「どうだすごいだろう」友の会ＭＡＲＣＬ（マークル）

チケットのお求め方法

チケットインフォメーション
三鷹市芸術文化振興財団
（三鷹市芸術文化センター内）

ò47-5122
http://mitaka.jpn.org/

★印の公演には託児サービスがあ
ります。※料金500円、要予約、対
象：１歳半から未就学児、定員10名

芸術文化センター星のホール

芸術文化センター風のホール

★沼尻竜典＆トウキョウ・
モーツァルトプレーヤーズ30

「沼尻竜典の弾き振りによるモ
ーツァルト：ピアノ協奏曲全曲
演奏シリーズ３」

●は本公演　◎はアナザーバージョン
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★セルジオ・ティエンポ
ピアノ・リサイタル

～オール・ショパン・プログラム

�
「
若
き
日
の
母
」

三
鷹
市
と
筑
摩
書
房
の
共
同
主
催
で
復
活

後
５
回
目
と
な
る
太
宰
治
賞
の
最
終
選
考
会

が
、
５
月
９
日
み
た
か
井
心
亭
で
開
か
れ
、

作
家
の
吉
村
昭
さ
ん
、
高
井
有
一
さ
ん
、
柴

田
翔
さ
ん
、
評
論
家
の
加
藤
典
洋
さ
ん
に
よ

り
、
863
編
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
第
19
回
太

宰
治
賞
が
小
林
ゆ
り
さ
ん
（
写
真
）
の
「
た

ゆ
た
ふ
蝋
燭
（
ろ
う
そ
く
）」
に
決
ま
り
ま

し
た
。

今
回
の
受
賞
作
「
た
ゆ
た
ふ
蝋
燭
」
は
、

決
し
て
美
人
と
は
い
え
ず
、
性
格
も
暗
く
、

恋
も
知
ら
ず
に
く
よ
く
よ
人
生
を
送
っ
て
き

た
27
歳
の
Ｏ
Ｌ
の
主
人
公
が
、
あ
る
き
っ
か

け
で
非
日
常
の
夜
の
ス
テ
U
ジ
シ
ョ
U
の
世

界
に
飛
び
込
ん
で
い
き
、
変
身
を
遂
げ
自
己

を
回
復
し
な
が
ら
、
や
が
て
さ
ら
に
新
し
い

未
知
の
世
界
へ
旅
立
っ
て
い
く
と
い
う
、
一

風
変
わ
っ
た
味
わ
い
の
恋
と
旅
立
ち
の
物

語
。
選
考
委
員
の
加
藤
さ
ん
は
、「
物
語
の

骨
格
が
太
く
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
切
迫
感
、

迫
力
が
あ
る
」
と
評
価
し
ま
し
た
。

受
賞
し
た
小
林
さ
ん
は
、
埼
玉
県
出
身
の

26
歳
。大
谷
大
学
文
学
部
哲
学
科
を
卒
業
し
、

現
在
、
会
社
勤
務
、
京
都
市
に
在
住
。

受
賞
の
知
ら
せ
を
受
け
「
と
て
も
う
れ
し

い
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
書
い
て
い
き

た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

授
賞
式
は
６
月
17
日
Õ
、
東
京
會
舘
（
千

代
田
区
）
で
行
わ
れ
、
正
賞
の
記
念
品
と
副

賞
100
万
円
が
贈
ら
れ
ま
す
。

ま
た
受
賞
者
は
、
７
月
11
日
–
に
三
鷹
市

芸
術
文
化
セ
ン
タ
U
で
行
わ
れ
る
「
太
宰
を

聴
く
〜
太
宰
治
朗
読
会
〜
」
の
中
で
ご
紹
介

す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
受
賞
作
お
よ
び
最
終
候
補
作
の
す

べ
て
と
選
考
委
員
の
選
評
な
ど
を
収
録
し
た

「
太
宰
治
賞
２
０
０
３
」
は
、
筑
摩
書
房
か

ら
６
月
中
旬
（
予
定
）
に
刊
行
さ
れ
ま
す
。

◇
第
19
回
太
宰
治
賞
最
終
候
補
作
品

岡
本
敬
三
「
無
言
歌
」

吉
埜
一
生
「
ノ
イ
ラ
U
ト
の
船
」

小
林
ゆ
り
「
た
ゆ
た
ふ
蝋
燭
」

◆
「
太
宰
治
賞
」

∞
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
室
内
線
ò
２
５
１

７
昭
和
39
年
に
筑
摩
書
房
が
創
設
し
た
小
説
の

公
募
新
人
賞
で
、
こ
の
賞
か
ら
、
吉
村
昭
さ
ん

（
市
内
井
の
頭
在
住
）
を
は
じ
め
、
宮
尾
登
美
子

さ
ん
、
宮
本
輝
さ
ん
な
ど
多
く
の
著
名
作
家
を

世
に
送
り
出
し
た
。
昭
和
53
年
の
第
14
回
を
最

後
に
中
断
し
て
い
た
が
、
か
ね
て
か
ら
三
鷹
ゆ

か
り
の
文
人
た
ち
の
文
化
の
薫
り
を
継
承
し
た

い
と
考
え
て
い
た
三
鷹
市
が
、
太
宰
治
の
没
後

50
年
を
機
に
筑
摩
書
房
に
呼
び
か
け
、
平
成
10

年
に
共
同
主
催
の
形
で
復
活
し
た
も
の
。

�

103
歳
の
書
「
人
生
意
気
感
」

「文庫の日」はいつも大盛況（毎週金曜日午後３時～５時）

長
崎
の
平
和
祈
念
像
で
有
名
な
彫
刻
家
・

北
村
西
望
の
、
普
段
は
観
る
こ
と
の
で
き
な

い
貴
重
な
作
品
の
展
示
会
が
愛
好
家
た
ち
に

よ
っ
て
、
三
鷹
市
な
ど
の
後
援
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

北
村
西
望
は
井
の
頭
公
園
に
ア
ト
リ
エ
を

構
え
、
三
鷹
市
の
小
学
生
と
の
交
流
な
ど
も

行
い
な
が
ら
長
崎
の
「
平
和
祈
念
像
」（
仙

川
公
園
に
は
原
型
か
ら
作
っ
た
「
平
和
の
像
」

が
あ
り
ま
す
）
を
は
じ
め
、
創
作
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
作
品
は
自
然
文
化
園
内
の

彫
刻
館
で
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し

か
し
ま
た
多
く
の
作
品
が
、
特
に
余
暇
に
書

か
れ
た
書
画
な
ど
は
個
人
の
所
有
と
な
り
、

普
段
は
観
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

今
回
の
展
示
会
は
、
そ
ん
な
多
く
の
作
品

が
北
村
西
望
を
愛
す
る
方
々
に
よ
っ
て
集
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

◆
主
催

西
望
作
品
展
示
実
行
委
員
会

◆
作
品

彫
刻
30
点
、
書
画
40
点
、
小
品
20

点◆
展
示

５
月
27
日
Õ
〜
６
月
１
日
À
午
前

10
時
〜
午
後
６
時
（
27
日
は
午
後
１
時
か
ら
、

１
日
は
午
後
４
時
ま
で
）、
三
鷹
市
美
術
ギ

ャ
ラ
リ
U
で
。
入
場
無
料
。

∞
上
杉
宅
042
―
555
―
ò
２
７
５
１

愛
好
家
の

み
な
さ
ん
に
よ
り
開
催
¿

長
崎
の
平
和
祈
念
像
の
作
者

北
村
西
望
作
品
展

５
月
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日
Õ
〜
６
月
１
日
À
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市
美
術
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ャ
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